
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

令和７ 年度 

第２ 回陸別町学校運営協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　 時： 令和７ 年１ ０ 月２ ２ 日（ 水） 午後７ 時３ ０ 分よ り  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 場　 所： 陸別町役場　 ３ 階　 第 3 会議室 

 

 

 

 

－　 陸別町教育委員会　 － 



～　 会　 議　 次　 第　 ～ 

 

 

１ 　 開　 　 会 

 

 

２ 　 会長あいさ つ 

 

 

３ 　 議　 　 事 

 

１ ） 学校運営協議会事業報告 

 

２ ） 地域学校協働活動（ り く べつ学実施） 報告 

 

３ ） 小中一貫教育推進状況報告 

　  

４ ） 学校運営の取組状況報告（ 各学校評価結果）  

　  

５ ） 熟　 議 

　  

６ ） その他 

 

 

４ 　 閉　 　 会 
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○議　 事 

 

１ ） 学校運営協議会事業報告 

　  

　 ・ 第 1 回学校運営協議会　 6 月 4 日（ 水） 　 役場会議室 

 

・ 地域と 学校の連携推進協議会 1 0 月 1 5 日（ 水） 　 十勝総合振興局 

参加者　 伊澤教育推進員　 　 １ 名 

　 　 　 内容　 実践発表「 地域の状況に応じ た取組の実際及び成果と 課題について」  

　 　 　 　 　 　 協　 　 議「 学校と 地域の連携・ 協働のホン ネ」 　  

 

　 ・ 各種案内（ 各学校の通信、 参観日、 学習発表会）  

 

 

２ ） 地域学校協働活動報告　 →　 別紙「 り く べつ学　 実施状況」  

 

 

３ ） 小中一貫教育推進状況報告　 →　 別紙「 小中一貫教育推進委員会　 業務カレ ンダー」  

 

 

４ ） 学校運営の取組状況報告（ 各学校評価結果よ り ） 　 →別紙 

 

 

５ ） 熟　 議 

　 　 　 テーマ： 「 誰も が通いたい学校の実現にむけて」 　 取組の状況と こ れから  

 

 

 

 

 

 

【 次回会議】 　  

第３ 回陸別町学校運営協議会【 3 月　 中旬→　 上旬予定】  

　 ・ 学校運営協議会事業報告 

・ 地域学校協働活動（ り く べつ学） 実施報告 

・ 小中一貫教育推進状況報告 

・ 学校運営の取組状況報告 

学校教育活動を振り 返って  

各学校評価結果 

　 ・ 学校関係者評価
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月 日 単元名 学年 担 当 日 単元名 学年 担 当

22 たてわり 活動① 全 渡辺 9 タ ブレ ッ ト 活用学習 1 西垣

25 １ 年生を 迎える 会 全 鈴木 13 修学旅行～１ ５ 3 西垣

中旬 十勝の作物１ ０ ～１ ２ 月 全 津本（ 堀） 16 薬物乱用防止教室 青木

下旬 陸別町たんけん① 2 平林

19 宿泊学習～２ ０ 5 水口 5 北見工大訪問 3 大山

23 陸別町たんけん② 2 平林 25 野外体験 1 重泉

9 森林教室 4 鈴木 15 宿泊研修～１ ６ 2 青木

17 修学旅行～１ ８ 6 教頭 18 ネッ ト モラ ル教室 全 青木

未 10 ７ ・ ９

水泳～８ 月 全 三宅

8 25 議員講話 全 北川

4 乗馬体験 5 渡辺 2 議会傍聴 ２ ・ ３ 北川

16 毛筆17.19 全 大森 22 模擬議会事前学習 3 北川

18 Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 国際交流 ３ ～６ 髙松

22 高速道路見学 １ ・ ２ 清水

2 陸別町たんけん③ 2 平林 17 し ら かば苑訪問 全 重泉

28 酪農体験 3 堀田 21 高速道路見学 1 重泉

31 陸別町調べ① 3 平林 22 模擬議会 3 北川

27 着物着付け 1 津本

未 木やり 太鼓 ５ ・ ６ 年 髙松 28 関寬斎 3 北川

29 し め縄作り ボラ 教頭

30 関寬斎資料館見学 1 重泉

R7「 り く べつ学」 実施状況

小  学  校 中  学  校
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月 日 単元名 学年 担 当 日 単元名 学年 担 当

4 読み聞かせ １ ・ ２ 大森 7 雅楽 重泉

5 チャ シ見学 ５ ・ ６ 水口 7 大学出前授業 １ ・ ２ 西垣

5 天文台学習 4 鈴木 12 職場体験～１ ３ 2 青木

6 郷土資料館見学 ５ ・ ６ 26 調理実習 2 津本

7 大学出前授業 ５ ・ ６ 髙松 28 日本一寒い町 3 北川

12 郷土資料館見学 4 鈴木

未 身近な環境問題 4 鈴木

未 陸別歴史調べ 4 三宅

き り ん組と 交流① 1 清水 10 Ｊ Ａ 食育 3 大山

陸別町調べ② 3 平林 17 関寬斎 2 青木

たてわり 活動② 全 渡辺

し ばれ出前 5 渡辺

陸小ま つり ～２ 月 全 水口

身近にある 福祉～２ 月 3 堀田

日本や世界の環境問～２ 月 4 鈴木

６ 年生を 送る 会～３ 月 全 渡辺 2 小６ 相談室 1 青木

き り ん組と 交流② 1 清水 町長講話 3 北川

陸別検定 ５ ・ ６ 髙松 未 天文台学習 2 内山

毎水 タ イ ピ ング練習 北川

小  学  校 中  学  校

12

1

2

11
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４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

・ 総会 ・ 第１ 回役員会 ・ 第２ 回役員会 町教育研究大会 ・ 第３ 回役員会 ・ 第４ 回役員会

「 各部詳細確認」 「 各部進捗」 「 中間反省」 「 総会に向けて」

※各部詳細計画 ※各部中間反省 ※各部反省

第１ 回部会 7月1日 乗入れ 乗入れ 乗入れ 乗入れ

放課後学習会 （ 中➡小） 音 （ 中➡小） 音 （ 中➡小） 音 （ 中➡小） 音

夏休みサポート 9月2日 10月7日 11月4日 12月2日 2月10日

放課後学習 放課後学習 放課後学習 放課後学習 放課後学習

8/21漢検 9/26英検 11/4数検 1/23英検 2/6漢検

第１ 回部会 巡視 巡視 巡視 11月26日 生活プラ ン反省 巡視 2月2日 巡視

生活プラ ン 反省 互助会レ ク 体験入学 生活プラ ン検討

巡視

総会 ・ 第1回部会 ・ 第２ 回部会 ・ 町研 ・ 第３ 回部会 ・ 反省 ・ 第４ 回部会

・ 合同研修１ ・ 合同研修２ ・ 合同研修3 ・ 合同研修4 ・ 合同研修56 ・ 合同研修7 ・ 合同研修8

 提案→ 原稿作成→ PDF化・ 完成

学校運営協議会① 学校運営協議会② 学校運営協議会③

R7  陸別町小中一貫教育推進委員会　 業務カレ ンダー

文集「 陸別の子」

支援を 要する 児童生徒の情報収集

キャ リ アパス ポート

教

務

部

指

導

部

研

修

部

・ 十勝教育

 研究所員

 研修会

・ 指導主事

 訪問(中)

・ 指導主事

 訪問(小)
・ 十勝教育 研究所研究 発表大会

支

援

部

・ 道情研（ 音

更） 参加

・ 町文化祭

作品展示

地

域

連

携

部
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Ｒ ７ 第１ 回学校運営協議会 熟議について（ 小学校部会）  

○ 学校に期待する こ と  

子ど も が楽し い学校

生活を過ごすには、先

生が楽し く 仕事を す

る こ と が必要 

先生方が楽し く 、やり がいをも って仕事を進めら れる よ う 、職員

室の雰囲気づく り に配慮する と と も に、特に、若い先生方が前例

に縛ら れず、やり たいこ と にチャ レンジでき る 体制を整えていま

す。  

陸小ま つり を 土曜開

催 

本校では、家庭における 週末の過ごし 方の多様化、児童の少年団

活動参加の広域化などの観点から 、週休日を出席日に振り 替えな

い方針をと っており ま すので、 ご容赦願いま す。  

勉強そ のも のを 楽し

く  

勉強における 楽し さ と は、自分にと って必要感のある 内容を自分

のやり たいやり 方でする こ と で実現に近づく と 考えており ま す。

多く の授業がそう なる よ う 、 全教員で授業研究を継続し ていま

す。  

集団の中のルールや

我慢、思いやり を学べ

る のは学校 

各学年での授業はも ちろん、全校行事や縦割り 活動、委員会活動

等を通し て、 そう いった学びを深めら れる よ う 工夫し ていま す。 

学校運営目標の重点

化、ス リ ム化を図って

も よ いのでは 

学校運営目標は「 誰も が通いたい学校、 働き たい学校」 であり 、

その目標を達成する ための具体的な取組と し て、グラ ンド デザイ

ンに示し ている と こ ろです。説明が言葉足ら ずで申し 訳あり ま せ

ん。  

小中の先生のシ ャ ッ

フルをも っと 活発に 

現在も 、音楽の授業や放課後学習などで教員の相互乗り 入れを進

めている と こ ろですが、 人員配置上こ れ以上は難し い状況です。

ただ、小中教員がよ り 情報共有し 、交流を深めら れる よ う 工夫し

ていま す。  

家庭では得ら れな い

発見を 

学校と いう 集団の中で自然と 子ど も たちが得る も のは大き いの

で、 そう し て得ら れたも のの価値付けを大切にし ていま す。  

子ど も た ち に広い視

野を 授け て も ら いた

い 

地域の方々のご協力によ り 、子ども たちは様々な体験的活動を行

う こ と ができ ており 、座学だけでは得ら れない広い視野を獲得で

き ている も のと 考えていま す。  

子ど も た ち が「 楽し

い！」 と 思える こ と が

でき れば毎日あ っ た

ら  

学校行事などの特別な日はも ちろんのこ と 、日常の活動の中にも

楽し みを見いだせる こ と ができ る よ う 、 今後も 工夫し ていき ま

す。  

小さ なボラ ンティ ア 人の役に立ちたいと いう 気持ちを醸成し ていき たいと 思いま す。 

地域の行事にた く さ

ん参加（ 特に土、 日）  

チラ シの配布やマチコ ミ 等を活用し て積極的に呼びかけを し て

いま す。  

子ど も た ち のがんば

り を紹介 

学校・ 学級だよ り 等で積極的に紹介し ていま す。  
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令和７ 年度　 第１ 回　 学校運営協議会　 熟議を受けて  

中学校部会 

 
学校に期待する こ と 進捗状況等

 １ 給食が美味し い 給食センタ ー運営委員会を 開催。 学校給食に関する

運営や方針決定。 町民対象と し た試食会等も 実施。

 ２ いじ め問題 ・「 つく 指導」 の徹底。 　 ・ 積極的な認知。 　 ・ 生徒

会によ る「 いじ め撲滅宣言」「 いじ め撲滅ス ロ ーガン」

等の取組み。

 ３ たく ま し く 生き ていく 力 ・ ま さ し く 、「 グラ ンド デザイ ン」 記載内容。

 ４ 特別講演授業の実施 ・ 地域学校協働活動の実施 

「 し め縄づく り 」「 調理実習」「 食育指導」「 模擬議会」

「 関寛斎資料館見学」「 町長講話」「 ふる さ と 教育」

「 タ ジッ ク アース 」「 電波体験」「 職場体験学習」 等

 ５ 個別（ 個性） に合わせた学習 ・ 朝学習の実施。 　 ・ 放課後学習の実施。 　 ・ 長期休

業中の学習会の実施。 　

 ６ タ ブレ ッ ト を活用し た地域へ

のイ ンタ ビ ュ ー（ 創造力の育

成）

・ 模擬議会（ 町議会への提案）。・ 各種発表での活用。 

・ 各種行事での報告。 ＊タ ブレ ッ ト を 活用し た地域

へのイ ンタ ビュ ーについては今後。

 ７ 楽し い先生がいる （ いろんな

特技）

・ 魅力ある 教員、たく さ んいま す。是非、来校いただ

き 子供達、 学校の様子等を みていただき たい。

 ８ I CTの活用 ・ 初任段階教員が多く 、 ど の教科についても 活用。

 ９ 授業以外の活動の充実 ・ 生徒会活動の充実 

「 ミ ッ ク ス 給食・ 清掃・ 学習会」「 レ ク（ 全校・ 学年」

 10 学力、 体力の向上 ・ 保小中連携のさ ら なる 推進。
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○陸別町学校運営協議会規則 

 

平成 3 1 年３ 月 1 5 日教育委員会規則第２ 号 

令和２ 年３ 月３ 日改正（ 令和２ 年４ 月１ 日施行）  

（ 趣旨）  

第１ 条 こ の規則は、 地方教育行政の組織及び運営に関する 法律（ 昭和 3 1 年法律第 1 6 2 号） 第

4 7 条の５ の規定に基づき 、 陸別町立小学校及び中学校に設置する 学校運営協議会（ 以下「 協議

会」 と いう 。 ） に関し 必要な事項を定める も のと する 。  

（ 協議会の目的）  

第２ 条 協議会は、 地域住民、 保護者その他の学校の運営に資する 活動を行う 者（ 以下「 地域住民

等」 と いう 。） の学校運営への参画並びに地域住民等によ る 学校運営への支援及び協力を促進し 、

地域と と も にある 学校づく り を進める こ と によ り 、 学校と 地域住民等と の間の信頼関係を深め、

学校運営の改善や児童及び生徒の健全育成に取り 組むこ と を目的と する 。  

（ 設置）  

第３ 条　 陸別町教育委員会（ 以下「 教育委員会」 と いう 。 ） は、 前条の目的を達成する ため、 その所

管に属する 学校ごと に協議会を設置する 。 ただし 、 学校教育法施行規則（ 昭和 2 2 年文部省令第

1 1 号） 第 7 9 条の９ 第１ 項の規定に基づき 、 小学校における 教育と 中学校における 教育を一貫

し て施す場合は、 二以上の学校について一の協議会を置く こ と ができ る 。  

（ 学校運営に関する 基本的な方針の承認）  

第４ 条 協議会がその運営及び当該運営への必要な支援に関し て協議する 学校（ 以下「 対象学校」 と

いう 。 ） の校長は、 次に掲げる 事項について、 毎年度基本的な方針を作成し 、 協議会の承認を得

る も のと する 。 こ の場合において、 協議会は、 個々の具体的な権限の行使のあり 方及び内容につ

いて承認をする も のではない。  

（ １ ） 教育目標及び学校経営計画に関する こ と 。  

（ ２ ） 教育課程の編成に関する こ と 。  

（ ３ ） 学校と 地域住民等と の連携によ る 教育の充実に関する こ と 。  

（ ４ ） その他対象学校の校長が必要と 認める 事項 

２ 　 対象学校の校長は、 前項の規定によ り 承認を得た基本的な方針に沿って、 学校運営を行う も の

と する 。  

（ 意見の申出）  

第５ 条 協議会は、 対象学校の運営に関する 事項について、 教育委員会又は当該対象学校の校長に

対し て、 意見を述べる こ と ができ る 。  

２ 　 協議会は、 前項の規定によ り 教育委員会に意見を述べる と き は、 あら かじ め対象学校の校長の

意見を聴取する も のと する 。  

　 （ 学校、 家庭及び地域の連携促進）  

第６ 条　 協議会は、 対象学校の運営について、 保護者及び地域住民の理解、 協力、 参画等が促進さ

れる ための協議を行う も のと する 。  

（ 学校運営等に関する 評価）  

第７ 条 協議会は、 学校の運営状況等について毎年度評価を行う も のと する 。  
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（ 住民の参画の促進等のための情報提供）  

第８ 条　 協議会は、 次に掲げる 目的を達成する ため、 対象学校の運営及び当該運営への必要な支援

に関する 協議の結果に関する 情報を積極的に提供する よ う 努める も のと する 。  

（ １ ） 対象学校の運営及び当該運営への必要な支援に関し 、 地域住民等の理解を深める こ と 。  

（ ２ ） 対象学校と 地域住民等と の連携及び協力の推進に資する こ と 。  

　 （ 組織）  

第９ 条　 協議会は、 1 0 人以内の委員をも って組織する 。  

２ 　 協議会の委員は、 対象学校の校長のほかに、 次の掲げる 者のう ちから 教育委員会が任命する 。  

（ １ ） 対象学校の児童又は生徒の保護者 

（ ２ ） 地域住民 

（ ３ ） 対象学校の運営に資する 活動を行う 者 

（ ４ ） 前３ 号に掲げる 者のほか教育委員会が適当と 認める 者 

　 （ 委員の任期）  

第 1 0 条　 委員の任期は１ 年と する 。 ただし 、 再任を妨げない。  

２ 　 補欠委員の任期は、 前任者の残任期間と する 。   

（ 報酬）  

第 1 1 条 委員の報酬は、 無報酬と する 。  

　 （ 守秘義務等）  

第 1 2 条 委員は、 職務上知り 得た秘密を漏ら し てはなら ない。 その職を退いた後も 同様と する 。  

２  前項のほか、 委員は、 次の各号に掲げる 行為をし てはなら ない。  

（ １ ） 委員の地位を営利行為、 政治活動、 宗教活動等に不当に利用する 行為 

（ ２ ） 協議会又は対象学校の運営に著し く 支障を及ぼす行為 

（ ３ ） その他委員と し てふさ わし く ない行為 

（ 会長及び副会長）  

第 1 3 条 協議会に、 会長及び副会長１ 人を置き 、 委員の互選によ り 定める 。  

２  会長は、 会務を総理し 、 協議会を代表する 。  

３  副会長は、 会長を補佐し 、 会長に事故がある と き は、 その職務を代理する 。  

　 （ 会議）  

第 1 4 条　 協議会の会議（ 以下「 会議」 と いう 。 ） は、 会長が招集し 、 その議長と なる 。 ただし 、

委員の任命後、 最初の会議は、 教育長が招集する 。  

２  会議は、 委員の半数以上が出席し なければ開く こ と ができ ない。  

３  会議の議事は、 出席委員の過半数をも って決し 、 可否同数のと き は、 議長の決する と こ ろによ  

る 。  

４ 　 会長は、 必要がある と 認める と き は、 委員以外の者を会議に出席さ せ、 その意見を聴く こ と が

でき る 。  

５ 　 委員は、 自己の利害に関係する 議事に参与する こ と ができ ない。  

（ 会議の公開）  

第 1 5 条 会議は、 公開する も のと する 。 ただし 、 協議会が必要と 認めた場合は、 非公開と する こ

と ができ る 。  

２  会議を傍聴し よ う と する 者は、 あら かじ め会長に申し 出なければなら ない。  
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３  傍聴人は、 会議の進行を妨げる 行為をし てはなら ない。  

（ 協議会の適正な運営を確保する ために必要な措置）  

第 1 6 条 教育委員会は、 協議会の運営状況について的確な把握を行い、 必要に応じ て指導及び助

言を行う と と も に、 協議会の運営が適正を欠く こ と によ って対象学校の運営に現に支障が生じ 、

又は生ずる おそれがある と 認めら れる 場合には、協議会の適正な運営を確保する ための措置を講

ずる も のと する 。  

（ 委員の解任）  

第 1 7 条 教育委員会は、 委員から 辞任の申出があったと き のほか、 次の各号のいずれかに該当す

る と 認めたと き は、 委員を解任する こ と ができ る 。  

（ １ ） 第 1 2 条の規定に違反し たと き 。  

（ ２ ） 委員が心身の故障のために職務を遂行する こ と ができ ないと き 。  

（ ３ ） その他解任に相当する 事由が認めら れたと き 。  

　 （ 庶務）  

第 1 8 条　 協議会の庶務は、 教育委員会において処理する 。  

　 （ 補則）  

第 1 9 条　 こ の規則に定める も ののほか、 協議会の運営に関し 必要な事項は、 別に定める 。  

 

　 　 　 　 附　 則 

こ の規則は、 平成 3 1 年４ 月１ 日から 施行する 。  

　 こ の規則は、 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する 。
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